
本県の公立学校の状況について（概要版）
１ 不登校について

小学校 中学校 高等学校
２１８人 ７０４人 ４１９人平成２９年度

1,000人当たりの不登校児童生徒数 ４.８人 ３０.８人 １８.６人
平成３０年度 ２６２人 ７５１人 ３９７人

1,000人当たりの不登校児童生徒数 ５.８人 ３４.２人 １８.４人
令和 元年度 ２９４人 ８１２人 ３９８人

1,000人当たりの不登校児童生徒数 ６.６人 ３８.４人 １９.２人
増減（平成３０年度比） ＋３２人 ＋６１人 ＋１人

〇小学校で、不登校児童数が増加
・令和元年度の1,000人当たりの不登校児童数は、平成30年度の5.8人から6.6人へ増加した。

〇中学校で、不登校生徒数が増加
・令和元年度の1,000人当たりの不登校生徒数は、平成30年度の34.2人から38.4人へ増加した。

〇高等学校で、不登校生徒数が同程度
・令和元年度の1,000人当たりの不登校生徒数は、平成30年度の18.4人から19.2人へ増加した。

２ いじめについて
小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

平成２９年度 ３,８７５件 ２８８件 １２７件 １０件
1,000人当たりの認知件数 ８４.８件 １２.６件 ５.３件 ７.２件
平成３０年度 ５,３２９件 ３７７件 １１８件 １０件

1,000人当たりの認知件数 １１７.４件 １７.２件 ５.１件 ７.１件
令和 元年度 ５,７２３件 ５０５件 １３４件 ２６件

1,000人当たりの認知件数 １２９.１件 ２３.９件 ６.０件 １８.４件
増減（平成３０年度比） ＋３９４件 ＋１２８件 ＋１６件 ＋１６件

〇すべての校種で、いじめの認知件数が増加
・令和元年度のいじめの認知件数は、すべての校種で増加した。

３ 中途退学について
高等学校 全日制 定時制 通信制

平成２９年度 ３９６人 １９２人 ９４人 １１０人
中途退学率 １.６％ ０.９％ １０.５％ ６.８％
平成３０年度 ３１７人 ２１７人 ７０人 ３０人
中途退学率 １.４％ １.０％ ９.０％ ２.１％

令和 元年度 ３６２人 ２１６人 ８０人 ６６人
中途退学率 １.６％ １.１％ １１.１％ ４.４％

増減（平成３０年度比） ＋４５人 －１人 ＋１０人 ＋３６人

〇定時制・通信制で増加
・前年度は、全日制で増加、定時制・通信制で減少していたが、令和元年度について
は、全日制で減少し、定時制・通信制で増加した。



４ 暴力行為について
暴力行為の内訳

小学校 暴力行為
対教師暴力 児童間暴力 対人暴力 器物破損

平成２９年度 １４２件 ２９件 ８８件 ５件 ２０件
1,000人当たりの発生件数 ３.１件 ０.６件 １.９件 ０.１件 ０.４件
平成３０年度 １１７件 ２１件 ８５件 ３件 ８件

1,000人当たりの発生件数 ２.６件 ０.５件 １.９件 ０.１件 ０.２件
令和 元年度 ９７件 ２２件 ５１件 ０件 ２４件

1,000人当たりの発生件数 ２.２件 ０.５件 １.２件 ０件 ０.５件
増減（平成３０年度比） －２０件 ＋１件 －３４件 －３件 ＋１６件

〇小学校で、発生件数が減少
・令和元年度の発生件数は、平成30年度の117件から97件に減少した。（前年度比ー20件）

中学校 暴力行為
暴力行為の内訳

対教師暴力 生徒間暴力 対人暴力 器物破損
平成２９年度 ３５１件 ３６件 １９１件 １１件 １１３件

1,000人当たりの発生件数 １５.３件 １.６件 ８.３件 ０.５件 ４.９件

平成３０年度 ３９３件 ６２件 ２１９件 ８件 １０４件
1,000人当たりの発生件数 １７.９件 ２.８件 １０.０件 ０.４件 ４.７件

令和 元年度 １８６件 ２６件 ９４件 ４件 ６２件
1,000人当たりの発生件数 ８.８件 １.２件 ４.４件 ０.２件 ２.９件
増減（平成３０年度比） －２０７件 －３６件 －１２５件 －４件 －４２件

〇中学校で、発生件数が減少
・令和元年度の発生件数は、平成30年度の393件から186件に減少した。（前年度比ー207件）

高等学校 暴力行為の内訳暴力行為
対教師暴力 生徒間暴力 対人暴力 器物破損

平成２９年度 ７２件 １２件 ４５件 ７件 ８件
1,000人当たりの発生件数 ３.０件 ０.５件 １.９件 ０.３件 ０.３件
平成３０年度 ５２件 ７件 ４３件 ０件 ２件
1,000人当たりの発生件数 ２.３件 ０.３件 １.９件 ０件 ０.１件
令和 元年度 ５２件 ４件 ３６件 ２件 １０件

1,000人当たりの発生件数 ２.３件 ０.２件 １.６件 ０.１件 ０.４件
増減（平成３０年度比） ±０件 －３件 －７件 ＋２件 ＋８件

〇高等学校で、発生件数は横ばい
・令和元年度の発生件数は、平成30年度と同数であった。（前年度比±0件）


